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和歌山県自浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所

でのクマゼミ（半麹田宮 セミ科）の一自の鳴き

始め時刻の月変化（2016年）

Monthly change of initial time of droning of Cryptoひ＇mpana facial is (Hemiptera, Cicadidae) in a day in the 

campus of the Seto Marine Biological Laboratory, Kyoto University at Shirahama Town, Wakayama Prefectureラ

Japan (in 2016) 

久保田

はじめに

日 本において夏季の午前中に鳴くクマゼミGァptotympanαfacialis（半麹告ラ セミ科）がラ和歌山県西

牟婁郡自浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所構内で 2016年には6- 10月にかけて鳴き声が聞け

た（久保田ラ2016a, b) .この期間中ラ毎月ラ最初に鳴き出す時間が相違したので記録する．

材料と方法

2016年6-10月までの135日開の期間中 各月の下旬の3-7日間筆者の研究室（京都大学瀬戸臨海実

験所研究棟の2階の東端の部屋）で平朝から正午くらいまでの時間帯にクマゼミの鳴き声がその呂

の内で最初に開けた時間を記録し 比較した

結果と

調査期間とした2016年の鳴き始めの初日と最終日における鳴いた時間はラいずれも日時頃で，初鳴き

は6月23日ラ遅鳴きの最終日は10月20日だ、った（久保田， 2016a）。 調査期間中ラ温度や照疫の変化のデー

タはとっていないがうこれらの2自は特殊かもしれないので以下の記録や考察からは除いて，各月の下旬

に，一位の内で最も早く鳴いた時間を比べた．その結果λによってtJ、下の様に異なることが分った。

6月24-27日の4自問ではラその時開rj1話は7時55分から9持25分であった。 7月22-31日の7日関ではラ5時

24分－5時57分と幅は極めて狭くなりう一日の内で初めて鳴き出す時龍は大 変早くなった。 これに続く

8月1-98の48間でもラ初鳴き時間は5時33分－6時4分でラ向じ様なI揺で狭い時陪帝が記録されたなお，7

月は例年の様に，耳につくほどの蝉しぐれが開けた‘

蝉しぐれが薄らいだ8月24-31日の6自問にはラ6時56分から8時33分とラアー8月と比べて時間帯の輔

が少し広くなりラ鳴き始める時碍も多少遅くなった．しかしJ京しい夜の後の8時33分に鳴き始めた8月30

日を捻くとラー香運い時需が7持49分（8月27日）となりラ時間帯の幅が44分狭くなった9月21-29日の5

日間ではラ7時25分から12時19分の間と時間帯のr！.騒がますます広くなった。

今出最終の10月11-18自までの3日間ではラ8時55分…9時40分で，輯は狭くなった。 なお，10月11日

には涼しくなったにもかかわらずラ8時55分からは時32分まで7屈も鳴いた（ 8:55; 9:10; 10:11; 10:34; 

10:35; 10:38; 14:32) .この内では，10時11分から10時38分まで4回ほほ連続して鳴き続けた．その翌日も

坑寒い朝だ、ったがタ時19分から10持47分まで5田鳴いた（9:19; 9:59; 10:00; 10:02; 1047) . 
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以上の結果からラクマゼミの鳴き始めの時間も含め，鳴く時期は季節によって相違が生じていると

える．この現象はラよく知られている様に（島本ラ 1975；佐藤・橋本ぅ1977），気温や間度などの変化が主

な要因なのであろう．
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